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❹みんなのためになるかどうか❸好意と友情を深めるか❶真実かどうか ❷みんなに公平か
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　皆様、こんにちは。
　今日もうっとうしい雨ですね。ご存じのとおり、先日5月16日に近畿地方の梅雨入りが発表されましたが、1951年に
統計を取り始めてから最も早い梅雨入りということで、平年より3週間も早かったようです。ゴルフとか何をするにも良
い季節なんですが、連日雨で残念な気がします。
　さて、五月の雨というと、「五月雨をあつめて早し最上川」、松尾芭蕉の『奥の細道』などを思い浮かべますが、こ
れは旧暦5月現在の6月ですから、本来、五月雨は梅雨のことを指すのだそうです。

　同様に、五月晴れと聞くと、ゴールデンウィークごろの清 し々い晴天を想像しますが、こちらもそもそもは梅雨の晴間のことなんだそうです。
　ところで、梅雨入りが早ければ梅雨明けも早いだろうと思いたいところですが、過去の統計を見ますと、1954年5月13日に梅雨入りし
た九州北部の梅雨明けは8月1日でした。なんと2か月半も梅雨が続いたそうで、今年も長梅雨になるかもしれません。
　ジメジメとした梅雨の時期、梅干しや梅酒など、クエン酸効果で健康づくりに気を使っていただきたいと思います。

会 長 報 告� 樫畑　友洋  会長

卓話「世界に誇る日本のレジャー「カラオケ」と新型コロナ」� (株)ミニジューク関西　代表取締役　島垣　利光さん

◦田辺東ロータリークラブより6月の例会取り
　止めのお知らせが届いております。

幹 事 報 告� 亀田　直紀  幹事 委 員 会 報 告� 瀧川　嘉彦  次期会長

　次週のクラブフォーラムは「地区協議会の報
告」となっておりますので、担当の次期委員長
さんはよろしくお願いします。

　本日は「世界に誇る日本のレジャーカラオケと新
型コロナ」と題して私の本業とコロナ、また本業に
係る団体活動について、そして和歌山YEGの活動
をお話させていただきます。
　私の本業はカラオケ機器の賃貸及び販売で、和
歌山県下全域と大阪、奈良、三重、沖縄の一部で
事業をしています。その他、関連事業としてカラオ

ケボックス直営5店舗と不動産賃貸業をしております。
　本日のお題の「カラオケ」の何が、世界に誇るかと申しますと、「歌う」
という行為がこれほど身近で安価に提供されている国は他にはないことと、

日本のカラオケから発生する音楽著作物使用料が音楽文化振興に大きく
貢献しているという2点です。
　この日本発祥の「カラオケ」を取り巻く環境と業況ですが、2019年度
時点で「カラオケ」は日本の余暇活動（レジャー）の参加人口上位11
位であり、年間3000万人の参加人口とされています。また、カラオケ市
場規模は、2019年ユーザー市場約5700億円（ユーザーがカラオケ利
用に支払った推定金額）であり、私たち業者（ディストリビューター）売
上は全国で約1800億円。そして機器メーカーは現在2社で年間出荷額
約600億円となっており、全国で37万台が日本全国で稼働しています。
ちなみに1996年がカラオケのピークでユーザー市場規模1兆3000億（64

細川　竜二さん（57才）

お誕生日お祝い
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ありがとうございました

■卓話「世界に誇る日本のレジャー「カラオケ」と新型コロナ」
（株）ミニジューク関西　代表取締役　島垣　利光さん

■ロータリーソング� 加納　研次　ソング委員長
　「和歌山市市歌」「四つのテスト」

■クラブ協議会「2020-2021年度各委員会活動報告発表」

■クラブフォーラム「地区研修・協議会の報告」

■ピアノ演奏� 中井　利枝さん
　FLY ME TO THE MOON (Bart Howard)
　星影のステラ (Victor Young)

出席報告 会員数 42名（内出席規定適用免除会員8名）

加納　研次　出席委員長 5月20日（本日） 26名/37名 70.3% 皆さん、出席してください。

にこにこ箱にこにこ箱

本日の例会� 5月27日(木) 前回の例会� 5月20日(木) 

次回の例会� 6月3日(木) 

村田　昌之さん	 地区大会登録料返金額をいただきました。
山本　進三さん	 島垣さん本日は卓話よろしくお願いします。入会も

ぜひご検討ください。
瀧川　嘉彦さん	 島垣様本日は卓話楽しみにしています。
上中　崇司さん	 島垣さん卓話ありがとうございます。
乾　　敦雄さん	 島垣様卓話楽しみです。
佐藤　義記さん	 島垣君卓話ありがとうございます。
片岡　聖佳さん	 島垣様本日は卓話に来ていただき、また入会の約

束もいただきましてありがとうございます！
加納　研次さん	 島垣さん本日の卓話楽しみにしております。よろし

くお願いいたします。
奥村　申二さん	 島垣君本日の卓話楽しみにしてます。
藤村　孝義さん	 島垣さん卓話よろしくお願いします。

山﨑　　肇さん	 島垣さん本日の卓話宜しくお願い致します。
樫畑　友洋さん	 島垣様本日はありがとうございます。一日も早いご

入会をお待ちしています。
亀田　直紀さん	 島垣様本日はありがとうございます。

（お誕生日お祝い）
細川　竜二さん	 島垣様本日はよろしくお願いします。

本日の累計…30,000円（計14名14件）
〔お誕生日お祝い…360,000円　奥様花お礼…122,000円

皆出席表彰…35,000円　その他…1,243,000円　
累計…1,760,000円〕

万台）だったので現在は58%、25年で約半減しています。
　このような業況の中でも、「カラオケ」を歌うことでどのように音楽文化
振興に寄与しているかと申しますと、カラオケという著作物の使用料は見
えない形でルーム代や飲食代に含まれており、JASRACが公開している
2020年度通期の分配実績表内、演奏区分の社交場カラオケで108億円、
また複合区分の通信カラオケで57億円と、カラオケ関連で合計165億円
が全国のカラオケ使用店舗や機器メーカーから集められ、著作権者へ分
配されております。分配表のインタラクティブ配信（YouTubeやiTunes
など最近急増している音楽のサブスクリプション）の332億と放送等の
313億円に次ぐ、3番目に多い分配額として「カラオケ」は音楽文化振興、
創作活動の原資として貢献しています。また、世界の著作権の使用料徴
収額は約半分がヨーロッパ、25%が北米、15%がアジア太平洋となって
おりますが、アジア太平洋の56.4%は日本です。世界全体で見ても、日
本の「カラオケ」の音楽著作物使用料総額は世界有数の規模で（貢献
していること）がわかります。
　私が副会長を務めている全国カラオケ事業者協会は、1994年に設立
され、社交場カラオケの適正利用をJASRACと協議し適正管理するため
に設立されました。団体の役員としてこれからも日本の著作権の適正管理、
音楽文化の振興、業界の人材育成と発展のため頑張ってまいります。た
だし、これら分配金を拠出していただいているのは「カラオケ」や「音楽」
を利用していただいている皆様です。コロナが収束しましたら、音楽文
化振興のためぜひ社交場（カラオケのあるスナックやラウンジ）へ飲みに、
歌いにいってあげてください。よろしくお願いします。
　次にコロナ禍のカラオケについて、みなさまもご承知の通り、2019年
12月に中国武漢で最初の症例が確認され、2月28日北海道で緊急事態
宣言、全国的なスポーツ・文化イベント等中止、延期で多数の観光レ
ジャー施設が臨時休業。3月30日の東京都知事が「若者はカラオケ店や
ライブハウスの利用を自粛するように」との呼びかけで激減しました。建
築基準法で取り決められ換気設備が整っている「カラオケボックス」を
不特定多数が同席するスナックやバーと同じ「カラオケ店」と括られ風
評被害に。私は和歌山県カラオケボックス協会会長として、和歌山県へ
県内会員カラオケボックス店舗の窮状を報告、対策提案を行い、4月22

日県が発表した「和歌山県新型コロナウイルス感染症予防対策認証施設」
として県内カラオケボックスを認定いただきました。政府がモデルとして
いる山梨県のグリーンゾーン認証は「カラオケ施設」を認証しないこと
になっていますが、和歌山県は業種を差別せず、コロナ対策と経済を両
立させると知事の強い思いに感謝しています。
　次に和歌山YEGの活動についてお話いたします。一昨年度、和歌山
YEGは和歌山市長へ「シフト20億円!BUY	LOCALで地域内経済循環を
活性化しよう!」と提言を行いました。その提言を推進するため、ポス
ターやタペストリー、ステッカーなど製作、配布を行いながら様々な事
業活動を行っております。2020年11月には「BUY	LOCAL	LOVE和歌山
9Days・地元で買って食べて商談しよう!9日間チャレンジ」と題して、茅ヶ
崎商工会議所会頭であり、日本商工会議所まちづくり・農林水産資源活
用専門委員会委員長、またローカルファースト財団理事長の亀井信幸氏
に来和いただき、地元でお金を回すことの大切さの講演を聞き、その後
メンバーが9日間、参加店134店舗へ買い物などを行いました。このよう
な機会がないと、知らなかった店舗や事業者、また事業内容を知れたこ
とを高評価いただきました。本年2月には和歌山大学経済学部教授の足
立副学長を講師としてお迎えし、「11月の事業検証と今後のBUY	LOCAL
の展開について」ミニシンポジウムを開催。今後バイローカルを和歌山
市全体へ広げるために私たち和歌山YEGとして何ができるか、オール和
歌山市協働へ道を探りました。その前月1月には「第2回YEGEXPO」を
和歌山ビック愛にて開催。若き起業家集団が集い、地域の未来に向け
てのビジネスを創出する商談会を行いました。コロナ禍においても、ビ
ジネスマッチングと人材マッチングを可能とするため、新しい試みとして、
事前に参加企業紹介をビデオ撮影し、YouTubeにアップロードしいつで
もどこでも参加していただける環境をつくり計27店舗が出店し、ビジネス
マッチングや雇用推進の機会を創出しました。令和2・3年度を「至誠
一貫」誠の心で和歌山の未来を想像しよう、をスローガンに活動してお
ります。会員交流事業・ビジネス交流事業・地域貢献事業・広報事業
の4つの事業を柱に、青年経済人として愛する和歌山の経済的発展の支
えなり豊かな郷土づくりに貢献してまいります。ありがとうございました。

5月19日（水） 和歌山西 R.C. 　　　　　　　 加納　研次

メーキャップ� （敬称略）


